
総務省承認 № ×××××
承認期限　平成18年  月  日まで

平成１８年度能力開発基本調査（個人票）

１

２　特にことわりのないかぎり、平成18年10月１日現在の状況について記入してください。

３

４　文中で数字（１）、２）…）を付している単語には、その説明を同じ頁に載せました。ご参照くだ

６

７

〒100-8916　 東京都千代田区霞が関１－２－２　中央合同庁舎第５号館
厚生労働省職業能力開発局総務課基盤整備室 企画調整係

さい。

個人番号

　調査票の内容などにご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

調査にあたって

　この調査票に記入された事項については、個人の秘密を守り、統計以外の目的に用いることは絶対
にありませんので、ありのままをご記入ください。

都道府県
事業所一連番号

　番　　号

　記入が終わりましたら同封の封筒（切手不要）で平成19年2月9日までにご返送ください。

　特にことわりのないかぎり、該当する選択肢を１つ選び番号を◯で囲んでください。ただし、回答
欄が網掛けの場合は、設問に従って複数回答をお願いします。

秘

厚生労働省

厚生労働省職業能力開発局総務課基盤整備室　企画調整係
電話番号 03-5253-1111 内線 5601

Ⅰ　あなた御自身について

問１　あなた御自身のことについてお答えください。

（１）性別

（２）年齢

満 歳

（平成18年10月１日現在）

（３）最終学歴（中退者又は在学者は、その前の学歴とします。）

女性

１ ２

男性

１

２

３

４

中学・高等学校

専修学校・短大・高専

５

６

７

大学（文系）

大学（理系）

大学院（文系）

大学院（理系）

その他 ７その他
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（４）雇用形態

（５）現在勤務している会社での勤続年数（グループ会社等への出向期間も含め、端数は切り捨ててくだ

さい。

年

（平成18年10月１日現在）

（６）業務

５

アルバイト その他
正社員１）

２

非正社員２）

１

嘱託 パートタイマー

１

３

管理的な仕事２）

４

２
専門的・技術的な仕事１）

（７）（６）の業務の経験年数（他社での経験年数を含め、端数は切り捨ててください。）

年

（８）役職

保安の仕事６）

運輸・通信の仕事７）

その他の仕事

部長相当職１）

６

７

８生産工程・労務の仕事８）

販売の仕事４）

サービスの仕事５）

管理的な仕事

事務的な仕事３）

４

３

４

５

１

９

課長相当職２）

係長、主任、職長相当職３）

役職は特になし

２

３
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Ⅱ　会社を通して受講した教育訓練について

問２　あなたは平成17年度にどのようなＯＦＦ－ＪＴ１）を受講しましたか。受講の有無と、受講した場合

は、総合的にみて業務に役立っているかどうかについて、該当するものに○をつけてください。また、

延べ受講時間を記入してください（端数は切り捨ててください。）。

すべて１の場合問４へ

時間

問３　問２で受講したとお答えいただいた方にお聞きします。あなたが受講した教育訓練は、どのような機

関が実施主体でしたか。下記のそれぞれについて、平成17年度における受講の有無、受講した場合は、

今後、同様な教育訓練の受講機会があった場合の利用について、該当するものに○をつけてください。

５

延べ受講時間

２ １ ２ ３

社内で行われた
ＯＦＦ－ＪＴ

その他 １

１

３ ４

役に立
たな
かった

受講し
なかっ
た

受講し
た

役に
立った２の

場合

職能別研修３） １

ある程
度役に
立った

どちら
でもな
い

あまり
役に立
たな
かった

４

４

１ ２

１ ２

１ ２

２

課題別研修４） １
社外で行われた
ＯＦＦ－ＪＴ

職能別研修 １ ２

課題別研修 ２

階層別研修２） １ ２

１ ２ ３

１ ２ ３ ４

５

１ ２ ３ ４ ５

３ ４

４

５

５

５

５

３

５

２

その他 １ ２

１ ２

４３

階層別研修 １ ２

今後 様 育 練 講機 合 利

２ １

２ １

２の
場合

２ ３

３

専修学校・各種学校 １ ２ １ ２ ３

１

３

１

２

２ １ ２

２ １

親会社・グループ会社 １

３

２ ３

商工会・商工会議所・協同組合などの経営者団体 １ ２ １ ２

民間教育訓練機関（民間教育研修会社、民間企業主催
のセミナー等）

１ ２ １ ２ ３

２ ３

積極的
に受講
したい

これま
でどお
り受講
したい

あまり
受講し
たくな
い

２ ３

受講し
た

受講し
なかっ
た

高等専門学校・大学・大学院 １ ２ １

その他 １ ２ １

能力開発協会、労働基準協会、公益法人（財団、社
団、職業訓練法人等）、その他業界団体

２ ３

公共職業訓練機関（ポリテクセンター、工業技術セン
ター・試験所等含む）

購入した機器・ソフトウエア等の使用方法などを教育
訓練する場合の当該機器・ソフトウエア等のメーカー

自社 １

１ ２ １
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問４　あなたは平成17年度に受けたＯＪＴ１）は、総合的にみて業務に役に立ちましたか。

Ⅲ　自己啓発について

問５　平成17年度にどのような自己啓発１）を行いましたか。下記のそれぞれについて、受講の有無、受講

した場合は今後の利用について、該当するものに○をつけてください。また、延べ受講時間、費用を

記入してください（時間については、端数を切り捨ててください。費用については、１万円未満は四

捨五入し、また、費用をかけていない場合は、斜線を記入してください。）。

２ ３

現状ど
おり受
講する

受講を
縮小す
る

高等専門学校・大学・大学院の講座の受講

１

１ ２ １

２ ３

受講し
なかっ
た

受講し
た

受講を
拡充す
る２の

場合

専修学校・各種学校の講座の受講 １ ２

２

３

どちらかというと役に立った

どちらかというと役に立たなかった

４

５

役に立たなかった

受けていない

１役に立った

すべて１の場合問９へ

時間

斜線でない場合　問６へ

万円 斜線の場合　問７へ

問６　問５で費用を記入された方にお聞きします。自己啓発をするにあたり、費用の補助を受けましたか。

受けた場合は、主にどこから費用の補助を受けましたか。

５１ ２ ３ ４

延べ受講時間

２

延べ受講費用

受けて
いない

受けた

勤務先の会
社

国の教育訓練
給付金制度

労働組合 その他

その他 ３２

２ ３

１

２ １

１

２ １

３

２ ３

２２ １

ラジオ・テレビ・専門書・インターネットなどによる
自学・自習

１

社外の勉強会・研究会への参加 １

通信教育の受講 １

２ ３

公共職業能力開発施設の講座の受講 １

社内の自主的な勉強会・研究会への参加 １ ２ １

２ １ ２ ３

２ ３
民間教育訓練機関（民間企業、公益法人、各種団体）
の講習会・セミナーへの参加

１ ２ １
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問７　社外の教育訓練機関を利用して受ける自己啓発について、どのような情報が不足していますか。該当す

るものすべてに○をつけてください。

問８　自己啓発にあたって、どのような問題点を感じますか。該当するものすべてに○をつけてださい。

９自己啓発の結果が社内で評価されない

情報の不足は特に感じていない ７

１

２

仕事が忙しくて自己啓発の余裕がない

家事･育児が忙しくて自己啓発の余裕がない

その他（具体的に） ６

各コースの内容（カリキュラム、レベル、訓練目標、取得を目指す資格等） ３

各コースの評価（講師の質、コストパフォーマンス等） ４

各コースの実績（終了率、資格取得状況等） ５

どのようなコースが、どの程度あるのか（コースの選択肢） １

各コースの概要（日程、場所、費用等） ２

８

１１

どのようなコースが自分の目指すキャリアに適切なのかわからない

その他

３

４

５

６

休暇取得・早退等が会社の都合でできない

７

１０

適当な教育訓練機関が見つからない

費用がかかりすぎる

セミナー等の情報が得にくい

コース受講や資格取得の効果が定かでない

やるべきことがわからない

Ⅲ　これからの職業生活設計やキャリアの形成支援について

問９　あなたは、自分自身の職業生活設計１）について、どのように考えていますか。

どちらかといえば、会社で職業生活設計を提示してほしい

問10　あなたの現在勤務している会社において、キャリア･コンサルティング制度１）、教育訓練休暇制度２）の

の有無にかかわらずお答えください。

あなたは、キャリア･コンサルティングや教育訓練休暇を利用したいですか。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

教育訓練休暇制度 １ ２ ３

キャリア･コンサルティング制度 １ ２

利用したい 利用したくない どちらでもよい

どちらかといえば、自分で職業生活設計を考えていきたい

１２特に問題はない

３

１

２

３

４

５

６

会社で職業生活設計を提示してほしい

その他

わからない

自分で職業生活設計を考えていきたい
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